
月ノ輪山１号墳は、福島市鎌田字月ノ輪山に所在した横穴

式石室を持つ円墳です。現在月ノ輪台団地となっている場

所は、かつては阿武隈川を見下ろす標高１００ｍほどの丘

陵になっており、古墳はその頂部に築かれていました墳丘

部の直径が 19.8ｍ、高さが 2.8ｍで福島市内の７世紀代の

古墳の中では最も大きなものの一つに数えられます。

　石室の全長は 11.3ｍで被葬者を埋葬する玄室は胴張形

と呼ばれる中央がやや膨らむ平面形で、当時としては最新

の石室構築技術を用いたものと考えられます。床面には拳

大の玉石が敷き詰められていました。

　出土遺物には頭椎大刀（じょーもぴあ宮畑で展示中）や

鉄製の鏃などの武具のほか、耳環やガラス玉などの装身具、

須恵器などの土器があります。中でも金銅装の鞘に渦巻き

の波状文が細工された頭椎大刀は中央政権が軍事再編を行

う中で、地方の有力者に与えた物との考えもあり、月ノ輪

山１号墳の被葬者は中央政権との結びつきを持ち、支配的

な立場にあった豪族とみられています。

　じょーもぴあ宮畑に展示されている「しゃがむ土偶」は現在、東京とフランスでの特別展に出張中です。

先日、幸運にもその出発に立ち会うことが出来ました。国宝や重文クラスの美術品を運ぶ専門チームの

皆さんが、慎重かつ手際よくコンポする様には感動を覚えました。

　現在展示されている国宝の所在地だけでも、函館・八戸・山形・十日町・茅野の５か所に上ります。

その他充分クラスを含めると何か所になるのでしょうか。それらを運ぶために、実際に９つのチームの

皆さんが日本中を回ったそうです。大切な地域の宝を運び、多くの人に紹介する機会を作る仕事は、表

にこそ出ませんが重要な仕事ですね。

　縄文時代を代表する遺物がそろっているこの機会に、１人でも多くの人に縄文の「美の鼓動」を感じ

ていただき、、その感想を語り合えることを楽しみにしています。　（茂）
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一つしか見つかってないものってあるの？

一番大きな土器ってどのくらい？

一番遠くから運ばれてきたものはなに？

一つしか見つかってないものってあるの？

一番大きな土器ってどのくらい？

一番遠くから運ばれてきたものはなに？

企画展

期　間　平成３０年７月２１日㊏～１１月１９日㊊
　　　　　※７月２１日（土）～８月２６日（日）は毎日開館

場　所　　じょーもぴあ宮畑　体験学習施設じょいもん展示室

入館料　　◆一般　個人：２００円　団体：１４０円（２０名以上）

　　　　　◆高校生以下：１００円　団体：　７０円（２０名以上）

　　　　　　　　※未就学児は無料です。　　

福島市で見つかった縄文時代の１等賞をあつめて

そんな疑問に答えます！

じょーもぴあ宮畑春まつりに縄文人大集合！

　５月２７日に開催されたじょーもぴあ宮畑春まつりは２，５００人の来場者があり、盛況のうちに終

了しました。火おこし体験や弓矢体験、フリーマーケットも好評でしたが、今回は縄文服を着ての撮影

会が大人気！沢山の人が縄文人になり切った１日でした。

地図入る



平成 30 年度　れきぶん養成講座を開講しました

　福島市教育委員会文化課とじょーもぴあ・遺跡の案内人が主催

する新しい事業「れきぶん養成講座」の開講式と第 1回の講座が

去る６月２３日（土）に福島市市民会館で行われました。

　かつて文化課が実施していた文化財ボランティア養成講座は平

成●●年の１２期をもって終了しました。しかしながら、市民か

らの講座の要望も強く、またじょーもぴあ・遺跡の案内人や文化

財ボランティアのＯＢで構成されたしのぶ塾が積極的に市民向け

の文化財ボランティア活動を展開していることなどから、この度二者が連携し、文化財ボランティアを養成

する新しい形の養成講座を新たに企画することとなりました。

　市政だよりなどで参加者を募集したところ定員に倍する申し込みがあり、あまりの反響に参加枠を拡大し

ての開催となりました。主催者である文化課の課長の挨拶からはじまり（❶）、事務局の自己紹介ののち（❷）

笑いを交えた和やかな参加者の自己紹介となりました。

　参加者は講座に対するそれぞれの思いを語りました（❸）が、す

でに各地区の史跡保存会で活動されている方やこうした講座にしば

しば参加している方もおり、地元の歴史をもっと知りたい」という

意見が多数を占めました。なかには福島市の出身ではないからこそ

知りたいという方や孫に福島市の歴史を説明したいという方、花の

案内人をやっているけれど福島の歴史についてよく質問されるので

という方もいました。

　開講式の後は文化課の大渡・梅津両係長が講師となっての第１回

講座「福島の歴史と文化」が行われました。２万年の長きにわたる

郷土の歴史を、予定時間をオーバーし１時間半にわかって語る両係

長の熱弁に、受講者一同強く引き込まれました。

　今後、全１０回の養成講座を修了した受講者はじょーもぴあ宮畑

どでの文化財ボランティアとして、活躍してくれることでしょう。

しゃがむ土偶　海を渡る！しゃがむ土偶　海を渡る！
　福島市飯坂街東湯野の上岡遺跡から出土した重要文化財「しゃがむ土

偶」は現在、東京国立博物館の企画展「縄文　１万年の美の鼓動」に出

品中され、国宝に指定されている縄文時代の６件の資料をはじめ、縄文

時代を代表する名品とともに展示されています。

　また、国立博物館の展示終了後には芸術の都フランス・パリにわたり、

“世界にまだ知られていない日本文化の魅力”を紹介する大規模な複合

型文化芸術イベント（公式ＨＰより）ジャポニスム 2018 の公式プログ

ラム「縄文展」に、日本を代表する土偶の一つとして展示される予定で

す。じょーもぴあ宮畑への帰還は年明けになる模様ですが、ぜひフラン

スの皆さんにも縄文の美を堪能していただきたいと思います。
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落
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縄
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落
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。
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縄
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。
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縄
文
時
代
の
開
始
を
告
げ
る
の
も
土
器
で
あ
る
。
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世
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。
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す
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あ
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縄
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縄
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０
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縄
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史
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台
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縄
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縄
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さ
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査
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行
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旧
石
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縁
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線
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出
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て
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当
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世
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井
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の
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は
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放
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線
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よ
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2
5
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0
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前
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う
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さ

れ
、
縄
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時
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の
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観
の
再
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築
が
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ら
れ
て
い
た
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山
内
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和
4
4
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、

“
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文
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代
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の
概
念
を
提
示
し
、

土
器
型
式
編
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を
総
括
し
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
青
森
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津
軽
半
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大
平
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遺
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か
ら
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し
た

土
器
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し
て
い
た
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の
放
射
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の
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定

結
果
、
約
1
6
5
0
0
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前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
草
創
期
の
始
ま
り
は
氷
河
期
ま
で
遡
り
、
縄
文
時

代
の
時
間
幅
は
そ
れ
ま
で
さ
ら
に
長
く
な
っ
た
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共
伴
す
る
神

子
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・
長
者
久
保
石
器
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、
旧
石
器
時
代
末
期
の
特
徴
を
引

き
継
い
で
い
る
と
い
う
。
世
界
最
古
と
な
っ
た
こ
の
土
器
片
は
、

装
飾
が
な
い
無
文
土
器
で
あ
る
。
土
器
を
中
心
と
し
た
居
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に

は
柱
穴
や
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み
は
認
め
ら
れ
ず
、
地
下
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の
掘
り
込
み
も
な
い

こ
と
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ら
、
移
動
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ン
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等
で
は
な
い
か
と
推
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さ
れ
て
い

る
。
そ
う
な
ら
、
縄
文
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初
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は
竪
穴
式
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で
は

な
く
、
定
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へ
の
移
行
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程
を
示
す
、
定
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と
も
遊
動
と
も
と

れ
る
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に
な
る
。
縄
文
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化
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に
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わ
る
重
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な
遺
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で
あ
る
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縄
文
土
器
が
、
放
射
性
炭
素
に
よ
る
絶
対
年
代
の
測
定
と
い

う
科
学
的
手
法
の
結
果
、
世
界
最
古
の
位
置
が
与
え
ら
れ
て
か

ら
5
0
年
が
過
ぎ
た
。
ど
う
や
ら
世
界
最
古
の
土
器
は
、
日
本

列
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に
落
ち
着
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
な
ぜ
縄
文
土
器
が
農
耕
や

牧
畜
も
行
わ
な
い
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会
に
い
ち
は
や
く
生
ま
れ
た
の
か
、
も
う

一
度
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ャ
イ
ル
ド
は
農
業
に

よ
っ
て
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
云
う
が
、
狩
猟
採
集
民
も

ま
た
定
住
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
縄
文
人
の
最
初
の
住
居
は
、

定
住
と
も
遊
動
と
も
と
れ
る
住
居
で
あ
る
。
遊
動
生
活
の
中
で
、

土
器
が
必
要
に
な
り
技
術
的
発
展
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
土

器
の
発
明
は
、
定
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に
よ
る
の
か
遊
動
か
大
き
な
疑
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が
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る
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世
界
最
初
の
土
器
が
縄
文
土
器
で
、
狩
猟
採
集
の
社
会
か
ら
誕

生
し
た
こ
と
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
縄
文
文
化
の
起
源
を
解
明

す
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
だ
。

　

こ
れ
以
上
難
解
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
冒
頭
の
３
万
年
前
の
遺
跡

か
ら
土
器
が
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
を
ひ
そ
か
に
祈
っ
て
い
る
。

ま
た
、
縄
文
時
代
の
始
ま
り
は
、
確
た
る
意
味
の
な
い
い
ま
偶

然
に
こ
う
あ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
も
思
え
て
く
る
。
縄

文
へ
の
道
の
り
は
簡
単
な
道
で
は
な
い
。　
　
　

（
遊
行
子
）

連載コラム　縄文の小径連載コラム　縄文の小径

　公園のいちばん西端には露出展示棟があります。この場所は縄文

時代後期（今から約３,５００年前）の土器捨て場ですが、ごみ捨

て場というよりはすべてのものに魂が宿ると考えていた縄文人たち

が、モノに宿る魂を自然に還す【もの送り】を行った送りの場であ

る可能性が高いと考えられます。

　発掘調査で見つかった状態をそのまま保存しており、屋内で見学

することが出来ますが、露出展示は湿度や土

壌の水分量の影響を受け、ひび割れやカビの

発生などが見られる場合があります。そのた

め、露出展示棟内外の環境調査を発掘調査段

階より継続しており、屋外では気温や湿度、

雨量のほか地下水位などを、屋内では気温湿

度に合わせて土壌の水分量などの変化を記録しています。環境の状態を記録し、注

意深く変化を見守ることで文化財を保護しているのです。

展示案内　⑩

第
六
回　

縄
文
へ
の
道
順　

～
揺
れ
動
く
「
草
創
期
」
～

み

じ
ん

写真入る


